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令和２年度 第１回岡崎市行財政調査会 会議録

開催日時 令和２年６月 18 日（木) 午前 10 時 00 分～午前 11 時５分

開催場所 岡崎市役所西庁舎７階 704 号室

委 員

出席者：青木鉄彦、岩田香織、岩月幹雄、加藤雄一郎、菅原俊彦、

平賀美希、三浦美知子、横山深雪、米津眞

欠席者：三浦哲司

事務局
財務部長：山﨑文夫、行政経営課長：鈴木滋幸、副課長：木和田佐奈枝

行政経営課主任主査：山内智弘、同主任主査：近藤淳

会議次第

議題１ 会長及び職務代理の選任について

議題２ 行財政改革推進計画令和元年度実績報告について

議題３ 行財政改革大綱案及び推進計画について

議題４ 今後のスケジュールについて

傍聴者 なし

議事要旨

－ 開会 －

議題１ 会長及び職務代理の選任について

事務局から、岩月委員を会長に提案

出席委員による承認

岩月会長から、職務代理に米津委員を指名

議題２ 行財政改革推進計画令和元年度実績報告について

事務局から、行財政改革推進計画令和元年度実績報告の、

総括（11 ページ）及び、

Ｃ評価の４項目

・「審議会への公募委員の登用率向上、審議会の公開」（23 ページ）

・「ポジティブ・アクションの推進」（24 ページ）

・「下水道事業経営ビジョンの推進」（81 ページ）

・「特別会計「介護保険」の健全な運営」（82 ページ）

について説明

【各委員の主な意見】

○横山委員

「ｅモニター制度の充実」（26 ページ）について、コロナの感染拡大防止

の観点から、今後展開できる取り組みではないか。それによって、Ｃ評価の

説明で取り上げられた、女性委員が足りない、公募委員が足りないなど、ｅ

モニター制度の充実によってそれも改善されるのではないかと思う。

○岩田委員

「審議会への公募委員の登用率向上、審議会の公開」（23 ページ）につい

て、対面の会議の議事録は、録音してそれを自動で文字におこす機械を使っ

ているが、市役所ではそういった機能が使えれば会議後１か月以内という指

標が守られて、かつ、職員の負担が減ると思う。
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○平賀委員

「特別会計「介護保険」の健全な運営」（82 ページ）に関連して、デイサ

ービスに勤める職員から聞いた話として、施設利用者情報を施設間で連携し

て業務の負担が軽減できないかということを検討してほしい。

〇青木委員

介護保険制度への十分な理解と信頼が得られれば納付率は上がるのではな

いか。臨戸訪問を行う職員が納付者の声に寄り添う姿勢が必要で、その声を

市政・国政に反映しようとする姿勢が大切である。

議題３ 行財政改革大綱案及び推進計画について

事務局から、行財政改革大綱案について、前回（令和元年度第３回）で各

委員の意見を基に修正した箇所を説明。

また、大綱に基づいて作成される推進計画の位置付けと取組みの考え方、

実務の進め方ついて説明。

【各委員の主な意見】

○青木委員

行財政改革推進計画の職員の構成について、これからはＡＩなど先進技術

を活用する場面が多いと思うので、業務をシステム化できる人材を外部から

登用するとか、職員の育成を考えて、取り組めるような体制を考えるべきで

はないかと思う。台湾ではＩＴ技術が進んでいて、マスクがどこにあります

よという情報がしっかり流れている。実際に市民の生活に市民サービが行き

届くことがすごく大事かなと思う。

また、推進計画の策定について、行政経営課が各部署との意見調整、計画

調整に終始してしまわないよう取組んでいただきたい。

○米津委員

現在進行中である新型コロナウイルスが及ぼす影響について、この大綱も

しくは計画に盛り込んでいくことを検討してもらいたい。各課が計画を立て

るときに新型コロナウイルスを意識しながら取組むようすべきだと思う。非

常時の人員体制や、対策を取るための知識を得る研修・訓練などを加味して

計画作成に取り掛かるべきだと思う。

○菅原委員

新型コロナウイルスの影響で今年個人も企業も収入が下がることにより、

来年度くらいから税収が減ると思われるので、様々な影響が出ると思う。対

策にお金を使わなければならない業務がある一方、支出の削減を考え業務や

計画の見直しをしなければならないものもあるだろう。大綱では 10 年先とか

30 年先とか説明しているが、新型コロナウイルスの影響は未来にも影響を及

ぼすことが考えられるので、しっかり考慮していただけるとありがたい。

議題４ 今後のスケジュールについて
事務局から、今年度の行財政調査会及び外部評価専門部会のスケジュール

予定を説明。
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委員からの意見無し。

－ 閉会 －


